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漸次的な変化を表す副詞について
―「だんだん（と／に）」「どんどん（と）」「ますます」 

「徐々に」「次第に」を中心に

洪　　　　　揚
本研究は時間の中における事態の進み方や漸次的な変化を表す副詞のうち、「だ
んだん」「ますます」「どんどん」「徐々に」「次第に」を中心に、この五つの副詞それ
ぞれの被修飾部分における特徴及び五つの副詞の間における共通点と相違点を見出
すことを目的とし、考察を進めた。
まず、先行研究において、「進展副詞」と「進展表現」について概観した。それに

よって本研究では、先行研究にならい、「進展」という語を使用するが、プラスマイ
ナスのイメージなしで、漸次的な変化の意味を表す語として「進展」を用いることと、
進展表現には「質的な進展表現」と「量的な進展表現」二つの性質に分れると考えた。
次に、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）から採取した用例を利用し、
五つの進展副詞にかかっている被修飾部分の特徴をそれぞれまとめ、類似している
進展副詞を「意味の相違」と「文体の相違」二つの観点から分析を行った。
結論として、五つの副詞の被修飾部分において共通点としては、「～ていく」「～て

くる」等のテ形補助動詞と共起しやすいというところと、変化を表す状態動詞「なる」
が現れる場合、アスペクトがなくても文が成り立つというところである。すなわち、
被修飾部分において、状態の変化を表す語であれば五つの副詞すべて共起できる。
相違点としては、五つの副詞ともテ形補助動詞と共起しやすいと言っても、「～て

ください」と共起できるのは「どんどん」と「徐々に」のみである。状態の変化を表
す語と共起する「だんだん」と「次第に」は文体的な特徴以外、一般的に同義として
取り扱うが、「だんだん」が段階的に変化していくというプロセス（過程性）にフォー
カスを置いているのに対して、「次第に」は変化する（した）そのこと（点）にフォー
カスを置いている。そして、「徐々にで（は）あるが」という表現を用いることが見つ
かったため、「徐々に」が変化のプロセスでも変化する（した）その瞬間でもなく、進
行する様子がおもむろにゆっくりしていることのみにフォーカスを置いている。ま
た、「だんだん」と「ますます」は状態の変化を表す語と共起できるというところが共
通しているが、「だんだん」を用いる際の変化は変化前と変化後の状態が正反対で、
Aから Aではない状態への変化である。それに対して、「ますます」を用いる際の変
化は変化前と変化後が同一状態で、その二つの状態を比べることにより、変化後は
変化前よりさらに深まったというニュアンスがあると思われる。
文体の相違について、「だんだん」と「どんどん」は口語的な言い方で、「ますます」と

「次第に」は中立で、「徐々に」は比較的文章語に傾いているということが確認できた。

〔大学院文学研究科修士論文〕
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